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生後３歳の子どもをもっ母親の育児への自信と
心身の状態，属性，育児のサポートの関連

長野県看護大学

清水　嘉子

抄 録

本研究の目的は，生後３歳の子どもを持つ母親の育児への自信を明らかにすると共に，育児幸

福感，育児ストレス，蓄積的疲労，属性，育児のサポート等との検討をすることである。生後３

歳の子どもをもつ母親700人を対象に自記式質問紙調査を行い，482人のデータを質的，統計学

的に分析した。そのうち，育児への自信の自由記述への回答は138人であった。結果は，育児へ

の自信を感じる者は33.2%,自信を感じない者は54.1%であった。育児幸福感が高く，夫や実母

の他に相談できる，経済的不安がない，育児ストレスや蓄積的疲労の低い母親に育児に自信を感

じる者が有意に多かった。しかし，夫や実母の他に相談できる，経済的不安がないことについて

は育児の自信との関連は小さかった。育児への自信を感じる育児事情には【子どもから得られる

自信】や【母親自身の変化の気づきによる自信】に加え【周囲の人から得られる自信】がみられ，

本結果から母親の育児への自信を高める要因とその支援について考察した。
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1.緒言

子どもが３歳になると，短時間のうちにやりと

りの仕方を身につけてしまうなど，身体を通して

学習することが早い。なんにでも興味を持って「ど

うして？」「なぜ」の質問が増え，友だちと遊ぶ

楽しさを知って，人間関係を広げていこうとする

大切な時期である。情緒が発達し喜怒哀楽の感情

表現が豊かになり，相手の感情に反応して注意を

向けたり，慰めたりする反面，イヤなことはイヤ

とわがままを言いだして，ぐずりが長引いたりす

ることもある。3歳児をもつ母親は4か月時の母

親，1歳6か月時の母親より，育児のイライラ感

が高くj 育児で困ったことを抱えている。また，

この時期の育児ストレスの高い母親は子どもが良

いことをしたとき抱きしめることが少ないことが

示されている1)。 3歳健診は，母子保健法第１条

で健診の実施が義務付けられており，児の発育や

運動発達そして精神運動発達の確認，さらには母

親をはじめとする保育者の保育態度や保育環境を

知る目的で行われている。特にこの時期は母親や

保育者の育児への姿勢，態度が児の発達に大きく

影響すると考えられている。

研究者は先行して生後3か月や1歳6か月の児

を持つ母親を対象とした研究2,3）を行っており，

そこでは，3か月では育児に自信を感じる母親と

感じない母親は半々であったが，1歳6か月では

自信を感じない母親が6割に増えていた。母親と

しての自信には，「母親が育児すること，子ども

を理解することができる能力を母親が認識してい

ること」4）としており，育児で「できると思える

体験」は，母親としての自己同一性を獲得してい

く上でも大切な体験である。子どもの成長と共に

できると思える体験を増やしていくことは，育児

の自信にっながり母親としての自信にも良い影響

となる5）。このことから，母親の育児への自信に

対する支援は大切になる。特に3歳児の母親は，

最も育児不安が高いという調査結果もあり6），妊

娠期から3歳までの母親では，一貫して状態不安
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が高く，高不安状態であること，一般女性に比べ

有意に高いことが示されている7)。生後6 ～11

か月の子どもを持つ母親を対象とした調査による

と，蓄積疲労度では，身体不調を匏え健康状態を

悪く認識した疲労症状があり，睡眠の回復感は良

好でないことが明らかにされている8)。さらに母

親の年齢が高くなり，子どもの活動性が増すに

従って身体の不調を感じられると考えられる。そ

こで，本研究ではこうした母親の育児幸福感や育

児ストレスの心理状況に加えて，身体の状態を明

らかにする。

さらに子育て期の生活時間の変化では，夫婦の

みの時期から子どもが生まれてからは，夫の帰宅

時間は遅くなり，５割が９時過ぎとなっている。

さらに，妻の家事育児時間が増加し，夕食は，夫

は帰ってから妻と子と別に食べるようになり，夫

の４割が９時過ぎに夕食となっている。また，夫

の７割が帰宅時間は不規則となり，家事育児の生

活時間に占める割合は，夫婦のみから，初子の出

産で大幅に増加し，長子１～３歳で最長となり，

その後，子の成長に伴い減少している9)。特に夫

からのサポートが多いほど母親の抑うっが低く，

サポートの必要性が高いほど夫からのサポートが

多いことが明らかにされているl气 また母親の

経済的な負担感がウェルビーイングに影響してい

ることが分っているll)。これらを踏まえて本研

究では，一般的な母親の属性に加えて相談者に

関することや経済的な不安について検討すること

とした。以上のことから，本研究は，Ｉ歳６か月

健診から１年６か月を経過した体や心の発達の著

しい３歳児をもつ母親を対象として，育児への自

信を感じることや母親の育児幸福感，育児ストレ

ス，蓄積的疲労徴候インデックスや属性並びに育

児のサポートや経済的な不安などの要因と育児へ

の自信の関連について明らかにすることを目的と

した。

Ｈ．研究方法

1. 研究対象

Ｓ県内にあるＡ・Ｂ市に在住する，生後３歳の

子どもをもつ母親700 名。

２　調査方法と調査期間

平成24 年７月から平成26 年１月のＳ県内に
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あるA市・B市にある2か所の保健センターで

行われた3歳健診のご案内の郵便物に調査協力願

いの説明文 と質問紙を同封した。健診当日に質問

紙調査に回答の上，持参するこ とを依頼した。な

お，本研究は縦断調査の一部であり、子どもの年

齢が生後3か月’および1歳6か月の時点において

も同様の調査を実施している。

3. 調査内容

調査は自記式質問紙調査とした。質問紙の内容

は，「子育てに自信が持てるよう になったと感じ

るか」 について，はい，いいえの回答を求めた。

自信が持てるようになったと感じるこ とを本研 究

において「育児への自信」とした。さらに自信を

もてたと感じた事柄について，母親の自覚の背景

にある育児事情を知るために自由記述（複数回答

可能とする）を求めた。 また，育児への自信との

関連を検討するために清水らによる尺度（育児幸

福 感尺度短縮版，育児ストレス尺度短縮版），蓄

積的疲労徴候インデックスにより，3歳児の母親

の心身の状態や，母親の属性 として年齢，出産経

験，家族構成，就労形態について，さらに育児に

関する相談者に関して，夫に相談で きるか，夫や

実母以外の相談者がいるか，経済的な不安や育児

を手伝ってくれる人がいるかについて， はい，い

いえで回答を求めた。

1）調査に用いた尺度

（1）育児幸福感尺度短縮版　 ‘

母親が育児中に感じる肯定的な気持ちをもつ場

面 について，自由記述により得られた41 項 目の

内容を分類しで育児の喜び”5項目，“子ども

との絆”4項目，“夫への感謝”4項目の3因子か

らなる13項目の短縮版尺度を用いた12, 13）。各項

目は「あてはまる」から「あてはまらない」の5

段階で評価した。3つの因子のそれぞれの項目の

内的整合性を表すα係数は0.77 ～0.86 と 十 分 な

値が得られている。この尺度により，育児幸福感

の程度を知ることがで き，特点が高いほど育児幸

福感を感じていると解釈できる。

（2 ）育児ストレス尺度短縮版

育児中に感じる否定的な気持ちをもつ場面につ

いて， 自由 記述により得られた33 項 目の内容 を

分類しで心身的疲労”6項目,“育児不安”6項目，
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“夫の支援のなさ”4項目の3因子からなる16項

目短縮版尺度を用いだ｡14,15)。各項目は「あてはま

る」から「あてはまらない」の5段階で評価した。

つの因子のそれぞれの項目の内的整合性を表す3

α係数は0.82 ～0.86 と 十分な値が得られている。

この尺度により，育児ストレスの程度を知ること

ができ，特点が高いほど育児ストレスを感じてい

ると解釈できる。

（3）蓄積的疲労徴候インデックス

労働環境 において蓄積的な疲労をとらえる尺度

として越河により作成されている16）。‘不安徴候’

10 項 目，‘抑うつ状態’10 項 目，‘一般的疲労感’

11項目，‘イライラの状態’8項目，‘労働意欲の

低下’11 項 目， ’気力の減退’11 項 目，‘慢性 疲

労’6項目，‘身体不調’9項目の8下位尺度，80

項 目である。尺度を使用するにあたり下位尺度項

目の ‘労働意欲の低下’は該当しないことから外

し，本研究が子育てによる状態をとらえることか

ら，尺度項目にあ る仕事の文言は子育てに置換し

た。最終的には7下位尺度，69項目とした。尺

度の変更は，作成者の承諾を得た。評価基準は２

段階のあてはまる，あてはまらないである。7つ

の因子のそれぞれの項 目の内的整合性を表すα係

数は0.89 ～0.87 と 十 分 な値が得 られている。 こ

のインデックスにより，育児中の母親の蓄積的な

疲労について明らかにすることができ，特点が高

いほど蓄積的疲労徴候があると解釈で きる。

4. 分 析方法

育児ストレスと育児幸福感の5段階による尺度

基準は，“あて はまる”から “あては まらない”

に，5点から1点を付与し下位項目ごとに合計し

た。蓄積的疲労インデックスは，2段階評価であ

り，“あてはまる”に1点を付与して下位尺度項

目ごとに合計した。各尺度の最大得点は育児幸福

感65, 育 児 ストレス80, 蓄積 的疲労感69 となる。

育児への自信 を感じるか，感じないかを従属変数

として，育児幸福 感，育児ストレス，蓄積的疲労

インデックスを独立変数として分析を行った。最

初にKolmo0gorov-Smirnovの正規性の検定によ

り正規分布でないことから，マンホイットニーＵ

の検定を行った次に母親の属性や育児のサポート

等を独立変数とし てχ2 検 定を行った。統計分析
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の有意水準はｐ＜0.05 とした。自由記述につい

ては，記述の内容を読み込み育児への自信を感じ

た育児事情の記述をローデータとして抽出し類似

したものを分類した後に，サプカテゴリー名を命

名した。さらに類似した内容をまとめカテゴリー

名を命名した。その際，先行研究で明らかにされ

たカテゴリー，サブカテゴリーと比較し，変化や

違いを明らかにすることをから，類似している内

容については，同じカテゴリー，サブカテゴリー

を用いた。異なった内容については新たな，サプ

カテゴリー，カテゴリーを命名した。なお，欠損

回答については分析から除外した。

5. 倫理的配慮

調査の依頼文には，自由意思による協力である

こと，連結可能匿名化とするために番号で処理し

個人を特定しないことなどを明記した。なお，調

査用紙の回収をもって調査への同意が得られたも

のとした。倫理審査は研究者の所属する倫理委員

会の審査を受け平成23 年に承認(#28,30) を得た。

Ⅲ。結　果

1. 対象者の属性

協力の得られた母親は482 名であり，回収率は

68.9％であった。母親の平均年齢は34.3 ±5.0 歳

であり，子どもの数は平均２人であった。初産は

22.8%, 経産は772% であった。家族形態では，

核家族71.7％，複合家族28.3% であった。就業状

況では，専業主婦52.8%, パートタイム17.7%,

フルタイム23.4% であった。

2. 育児への自信に関連した育児事情

欠損データを除いた421 人のうち育児への自

信を感じる母親は33.2%, 自信を感じない母親

は54.1% であり，自信を感じない者が多い傾向に

あった。育児への自信を感じると回答した人のう

ち138 人(86.3%) が自信を感じた育児事情につ

いて記述していた。カテゴリーを【　】，サブカ

テゴリーを〈　〉，自由記述ぱ　 ”で表示した。

分析の結果164 ローデータが見出され，カテゴ

リーでは，ローデータの件数の多かった順に【子

どもから得られる自信】，次いで【母親自身の変

化の気づきによる自信】，件数は少ないが【周囲

の人から得られる自信】で構成された。以下，カ

テゴリーについてサブカテゴリーとローデータに

ｌ

ｒ
　

－

ｉ
『

Ｉ

・
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表１　３歳の子どもをもつ母親の育児への自信を感じる育児事情

ｎ＝138

カテゴリー　　　　　　　サブカテゴリー　　　　　　件数

子どもから得

られる自信

母親自身の変

化の気づきに

よる自信

周囲の人から

得られる自信

子どもが成長している姿

上の子どもの成長の様子から

良い子に育っている

子どもに必要とされている

子どもと意思疎通が取れた

子育てに余裕を感じる

子育ての経験がある

子育てがうまくできている

よくやってきたと思えることがある

子育てを楽しめている

周りの人にアドバイスできる

皆同じと思える

周りの人に助けられている

周りの人に認められる

より紹介する（表1 ）。

1）【子 どもから得られる自信】

【子どもから得られる自信】は，5つのサブカ

テゴリ ーで構成された。“子どもの日々の成長を

感じると，自分のやってきたことが間違いではな

かったと自信が持てる気がする”などから，＜子

どもが成長している姿＞や，“子どもが3人いま

すが一番上の子が割といい子に育っているのでこ

のままの子育てでいと感じる”などから，＜上の

子どもの成長の様子から＞育児への自信を感じて

いた。 また，“自分の娘が物 や人 に優しくしてい

るときにそう思う”などから＜良い子に育ってい

る＞こ とや,“「パパ, ママ とずっと一緒にいたい。

大好き」という言葉だけでうれしいです”などか

ら，＜子どもに必要とされている＞ことや，“少

しの時間でも抱っこやおんぶをしたり抱っこしな

がら絵本を読んだりした時、子どもが素直に喜ん

でくれていうことも聞いてくれだなどから，＜

子どもと意思疎通がとれた＞ことを育児への自信

として感じていた。

2）【母親自身の変化の気づ きによる自信】

母親自身の変化の気づきによる自信は7のサブ

カテゴリ ーで構成された。サブカテゴリーで最も

多かっ たのは，“育児とはこ んな ものか・・ と少

し余裕が出てきたように感じる”にあるように＜
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子育てに余裕を感じる＞ていた。“一人育てる不

安，悩みがあったが二人目三人目と自信がついて

きた”などの＜子育ての経験がある＞ことや、”ぐ

ずる子どもに頭ごなしに怒らずちゃんと言い聞か

せ，納得するようになっだ などの＜子育てがう

まくできている＞ことや，“苦労したり悩んだり

すること，辛くて嫌なことですがそれがあったか

ら今があるとやっと思えるようになった”など＜

よくやってきたと思えることがある＞ことが育児

の自信につながっていた。さらに，“子育ての楽

しさや喜びを与えられたと感じることができる

ようになった”などの＜子育てを楽しめている＞

ことや，“他のお母さんと交流することで 自分だ

けじゃない・ ‥ ・（怒ったり悩んだりすること）

と思い，自分なりに育児をすればいいと思ってい

る”などの＜皆同じと思える＞ことや、”自分の

わかることは後輩ママにアドバイスしたり，少し

は悩み相談に乗ったりすることができた”ことか

ら＜周りの人にアドバイスできる＞自分を自覚し

て自信につなげていた。

3）【周囲の人から得られる自信】

他者によって得られる自信は2つのサブカテゴ

リーで構成された。“旦那はもちろんお兄ちゃんも

弟の手伝いをしてくれるので，一人で子育てをし

ていないという気持ちを強く感じまず などから
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＜周りの人に助けられている＞ことを感じており，

さらに，“周囲の人々が子どもをほめてくれた時に

喜びとともに自信がもてた”ことから＜周りの人

に認められる＞と受け止めて自信を得ていた。

3. 育児幸福感，育児ストレス，蓄積的疲労と育

児への自信との関係

育児への自信を感じることと育児ストレス，育

児幸福感，蓄積的疲労の分析を行った。各尺度下

位項目の平均，標準偏差は，育児幸福感（育児

の喜び 23.56±2.49, 子どもとの絆 17.79±2.69.

夫への感謝 17.57±2.82), 育児ストレス（心身

の疲労 15.08±5.83, 育児不安 10.74±4.63，夫

の支援のなさ 8.62±4.02),蓄積的疲労（不安 1.56

±2.03, 抑うつ 1.53±1.85，一般的疲労 2.23±

2.07,イライラ 1.90±1.83,気分の減退 1.70±2.39，

慢性疲労 1.54±1.73, 身体不調 1.06±1.46) で

あった。分析の結果，育児ストレスめ心身の疲労

を除くすべての下位項目において，育児への自信

のある者が有意に低い結果になった。また，育児

幸福感では，すべての下位項目において育児への

自信のある者が有意に高い結果となった。蓄積的
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疲労では，‘身体不調’を除くすべての下位項目

において育児への自信のある者が有意に低い結果

となった。（表2-1,  2-2) 。

4. 育児への自信と属性や育児の相談，支援，経

済的不安との関係

年齢，初経産，家族形態，就業との分析では，

育児への自信に有意差はなかった（表3-1) 一方，

支援の状況では，夫や実母のほかに相談できる人

がいる母親が，育児への自信を感じている者が有

意に多い結果となった（ｐ＜0.01）。また，経済

的不安がない母親が，育児への自信を感じている

ものが有意に多い結果となった（ｐ＜0.05）（表3

－2）。これら2項目については自信との関連は小

さかった。

IV. 考　察

１．3歳の子どもをもつ母親の育児への自信につ

いて

3歳の子どもをもつ母親の育児への自信を感じ

る者は33 ％の母親が感じており，子どもが３か

月，1歳6か月の頃2, 3）に比べて，母親に自信を

感じる者が滅っていた。母親の抱える困り事や悩

表２－１　育児幸福感と育児ストレス得点の比較 一子育てに自信を感じる群と自信を感じない群－

育児の喜び

育児幸福感　　 子どもとの絆

夫への感謝

心身の疲労

育児ストレス　 育児不安

夫の支援のなさ

Mann･Whitney Ｕ検定

盂
1
6
0
1
6
0
160

160

160

自 信 を 感 じ る

Ｍ　　　SD

24.12　　1.615

18.11　　2.490

18.26　　2.285

14.42　　5.893

9.34　　3.877

8.02　　3.993

表２－２　蓄積的疲労得点の比較

自信を感じる

Ｍ

自信を感じない

ｎ　　’Ｍ　　　SD　　　ｚ　　　p

261　　2322　　2.919　－ 3.45　0.001

261　　17.55　2.855　 － 2.36　0.018

261　　17.21　3.024　 － 3.79　0.000

261

261

261

15.56　5.745　 － 1.94　0.052

11.93　　4.748　 － 5.78　0.000

9.00　　3.945　1 － 2.58　0.010

一子育てに自信を感じる群と自信を感じない群－

不安徴候

抑うっ状態

一般的疲労感

イライラの状態

気力の減退

慢性疲労

身体不調

Mann-Whitney Ｕ検定

0
3
5
6
9
7
7
0
0
3
6
7
3
7

1
L
L
L
2
.
L
L

3
8
2
4
9
6
4
9
2
6
3
9
9
6

L
L
L
L
L
L
0
.

6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0
6
0

1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

6
6
6
6
6
6

戸
0

2
2
2
2
2
2
n

乙

自信を感じない

M

1.89

1.82

2.47

2.18

2.10

1.75

1.20

4
7
3
6
0
2

り
a

1
0
1
8
7
8

冖ａ

2
2
2
1
2
1
1

－3.11

-  2.94

-  2.78

-  4.01

-  3.55

－2.17

- 1.65

0.002

0.003

0.005

0.000

0.000

0.030

0.099
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核家族

複合家族

初産

経産

母親の年齢

専業主婦

パートタイム

フルタイム

20歳代

30歳代

40歳代

表３－１　３歳の子どもをもつ母親の育児への自信と属性

302

119

-
96

325
-
73

278

70

2
1
7
4
9
8

119 (39.4)

41 (34.5)

33  (34.4)

127 (39.1)

23  (31.5)

107  (38.5)

30  (42.9)

79  (35.7)

33 (44.6)

36 (36.7)

183  (60.6)

78  (65.5)

63  (65.6)

198 （60.9）

50  (685)

171  (61.5)

40  (57.1)

-
142  (643)

41  (55.4)

62  (63.3)

0.888

0.695

2.035

1.896

0.346

0.404

0.361

0.387

0.046

0.041

0.070

0.069

X2検定（％）　ｎｓ

表３－２　３歳の子どもをもっ母親の育児への自信と相談者，支援者，経済的不安

育児への自信　　　　　　２

0.9

O名

1
.
3
0
.
3
0
.
9

ｊ

４
.
2

0
1
0

665

夫に相談できる

夫に相談できない　　　　　　　ｊ

夫や実母のほかに相談できる人がいる

夫や実母のほかに相談できる人がいない

育児を手伝うてくれる人がいる

育児を手伝ってくれる人がいない

経済的不安がある

経済的不安がない

335

65
-
369

50
-
388

31
-
157

263

132 (39.4)

21 (32.3)

147 (39.8)

12 (24.0)

152 (39.2)

8 (25.8)

49 (31.2)

Ill (42.2)

χ2検定（％） ＊:ｐ＜（Ｍ）5（両側検定）

みは子どもの年齢が上がるに従い変化している。

また，困り事や悩みの数も増えている17）。特に

子どもとの関係性に悩む3歳頃には，母親は育児

の自信をもつことが難しくなっていることが考え

られる。

育児への自信を感じる育児事情では，【子ども

から得られる自信】と【母親自身の変化の気づき

による自信】が大半を占めていた。ごくわずかで

あったが，【周囲の人から得られる自信】として，

周りの人に認められた，助けられていると感じて

いた。これらの育児への自信に関する育児事情は，

育児幸福感を実感することに関連した，育児で生

じた感謝などのポジティブな感情に類似してい

た。育児への自信は母親が感じるポジティブな感

情であり，こうした感情には，子どもを対象とし

て起こっていることが育児幸福感の研究から明ら

かにされている18)。そして,ポジィティブ感情は，

より他者の方向に注意を向ける動きをもってお

2Q3  (60.6)

44 (67.7)
-
222  (60.2)

38  (76.0)
-
236  (60.8)

23  (742)
-
108  (68.8)

152  (57.8)

1.160　0.281　0.054　1.1

4.690 *　0.030　0.106　　2.2

2.174　　0.140　0.072　　1.5

5.04*　0.025　0.110　　2.2

り，ウェルビーイングが高められることが示唆さ

れている19)。このことからも，育児の対象であ

る子どもから得られる育児への自信からポジティ

ブ感情を引き出すことができると考えられる。

本結果は1歳6か月の母親3)と同様のカテゴ

リーであったが，＜良い子に育っている＞。＜皆

同じと思える＞ととらえることやく よくやってき

たと思えることがある＞や＜周りの人にアドバイ

スできる＞などの振り返りにより，1歳6か月の

母親にないサブカテゴリーがあった。子どもの成

長に伴って自身の変化をより多面的に感じている

ことが分った。自分自身に対する振り返りや，周

りの母親との比較や関わりについて客観的にとら

えることができるようになっている点が大きな違

いといえる。その他のサブカテゴリーでは，同様

の育児事情が育児への自信を感じることに通じて

おり1歳6か月から3歳の子どもをもつ母親の育

児への自信を感じる普遍的な育児事情と考えら
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れる。

2. 育児への自信に関連している要因と育児支援

について

育児への自信には年齢，初経産，家族形態，就

労形態による違いはなかった。今回の結果では有

意な差はなかったが，先行研究によると，子ども

の数による生活満足度の差は，子どもが一人の

母親の生活満足度が高く，特に親性因子について

は，明らかに子ども一人の初産婦の母親が「親で

ある自分」や「親である生活」への満足感が高い

状況がみられている20）。また，育児充実感にお

いても初産婦に高い結果がみられており21)経

産婦の育児への自信は低いことが推察されぶ報

告となっている。加えて，夫の協力が得られな

いことや，複数の子どもを育てること，自分の時

間が持てないなどの束縛観や困難感が示されてい

る4,21)。本研究対象である母親が，育児の経験を

プラスにとらえている傾向にあったことや，育児

への自信に関連した育児状況の自由記述では，言

葉にして育児への自信の実感を確認できているこ

とが影響していると考えられる。経産婦はすでに

育児の経験があることから，自信を得やすいと考

えるのではなく母親の置かれた状況や不安や悩み

に耳を傾けることが大切になる。

相談者がいる者が，母親の育児への自信を感じ

ていることに有意な差が見られたもののその関連

は小さかった。この点は，3か月児2)、1歳6か

月の子どもをもつ母親3）において同じ結果であっ

たが，関連性の分析はしていないため，考察する

ことは難しい。

3歳児をもつ母親では，夫や実母の他に相談で

きる人がいること，経済的な不安が育児への自信

を感じることに関連は小さいが影響していた。母

親の育児不安は児が3，4歳の頃が最も高く，0

歳児は低く個人差が大きいことが明らかにされて

おり22)、子どもが3歳になる育児不安が強く見

られる頃に,夫や実母の他に相談者できることは，

子どもが小さい時期に比べて，より母親の子ども

への安定した対応とさらなる自信につながること

が推察された。

また，経済的な不安は，子どもの成長と共に母

親の育児の自信に関連は小さいが影響していた。
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経済的にゆとりのない群の母親が，育児への価値

づけのなさや育児期の生活不満，自信のなさにお

いて育児不安得点が高いことからも23)常に経

済的不安を抱えることで，自信を感じる育児事情

を経験したとしても，価値付けのなさや自信のな

さから自信として感じにくくなることが考えられ

た。　　　　　　　　　　　　。

身体の状態では，育児に自信を感じない母親は

‘身体の不調' を除くすべての蓄積的疲労感を自

覚していた。育児に自信のない母親はうつ状態に

あり，社会的支援が受けられておらず白身の育児

能力に対する評価は低かったことからも24)、　こ

れらの健康面への働きかけや育児不安に対する支

援が育児への自信を高めることに間接的に有効で

あると考えられた。子どもの成長や発達への悩み

が，母乳や授乳，生活リズムの悩みから変化して

いることから16)，専門職者は具体的な生活習慣

の自立を進める具体的な方法をその開始時期に合

わせて指導していくことが大切になると考えられ

た。

母親の心理状態である育児ストレスや育児幸福

感は，母親の育児への自信を感じることに関係し

ていた。このことは，育児への自信を感じている

母親は育児ストレスが低く，育児幸福感の高い母

親であり，育児ストレスや育児幸福感への支援を

進めることが，育児への自信を感じることへの支

援にも通じることが推察された。

なお本研究は縦断調査の一部であり，子どもの

年齢が生後3か月および1歳6か月の時点におい

ても同様の枠組みで調査を実施している。研究が

スタート時点から一貫した内容としているため，

調査項目の変更の限界がある。今後は，横断デー

タとしての分析に加えて，縦断的な分析を行い母

親の子どもの成長に伴った変化や特徴を明らかに

する課題がある。

Ｖ．結 論

3歳の子どもをもつ母親の育児への自信を感じ

ていたものは33 ％であった。育児幸福感が高く，

育児ストレスの低い状態で，蓄積的疲労感のない

母親は育児への自信を感じていた。さらに夫や実

母のほかに相談できる，経済的不安がないと認識

しているが,自信との関連は小さかった。加えて，
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子どもや他の人から自分が評価されていることを

認識しており，子育てによる自信にっながる自身

の変化の実感があった。

なお本研究は，平成23 - 27年度文部科学研究

基盤研究Cの助成をうけて，「母親の健康チェッ

クシートの開発と評価-育児相談への活用と縦断

調査の試み-」の研究において行われたものであ

る。なお，本論文内容に関する利益相反に関する

開示事項はない。
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Relationship between confidence in ehild care ａｍｏｎｇ mothers of three-year-old children

and mental and physical condit ｉｏｎ， attributes, and sｕppoｒt in child care

Nagano College ｏｆ Nursing

Shimizu Yoshiko

Abstract

The present study aimed t ｏ ｅχamine confidence ｉｎ child care ａｍｏｎｇ ｍｏthers of three-year-old

children, as well aｓ its relationship with child-care happiness, child-care stress,  cumulative fatigue

symptoms inde χ， attributes, and support in child care. We surveyed 700 mothers of three-year-old

children using ａ self-administered questionnaire, and analyzed data f ｒom 482 respondents qualitatively

and statistically. 0f these. 138 provided free responses relating to confidence in child care, with 33.2%

feeling confident and 54.1%  indicating they were not confident  There was ａ significantly higher

number of confident mothers ｗho had a high level of child-care happiness, had someone other than

their husbands or ｏｗｎ mothers to confer with, had no economic instability, and had lower child-care

anxiety and cumulative fatigue symptoms inde χ. However,  the relationship between confidence in

child care and having someone other than their husbands or own mothers to  confer with and having

no economic instability was weak^ituations that inspired confidence in child care included ”confidence

obtained from the child," ”confidence from becoming aware ｏｆ changes within the mother herself, ”ａｎｄ

"confidence obtained from surrounding people." Our study identified factors that increase confidence in

child care ｉｎ mothers and suggest the need to provide ｓｕｐｐｏｒt that heightens this ｃｏｎ丘dence｡

Key words : chad care,  mother.  36-month-old children,  self-confidence


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9

